
2000 5 12

,て 京‖すlit蔵 高■学校
11窓 会■務IJ

覇 1_ヽ 11 貧鰺 電霞耐要
冒 正ニ ド ∫雌

・      、  年 ,｀ 三‐朦:当
・・

  ~~       /

ノ      、     |

/・
‐

ベ

規

‐ ~~   /       _二  =L″ ` T~~~~

亀 Jマ ∵■
|三

´
′へ■|  ド、

ヽ     ノ
~■

_1     ~~~ ―
`   ir         l__´

      
」~     

ィ斗■
´
._夕轟 ¬rう .

:ヽ
k~ ‐

.じ

~´
      ■

~~ |  |  _  1
や  さⅢ

31
:ヽ

ス ~ ‐
.じ「

~

てらうちさだおの木のおもちゃ            、子内 定夫 (5回生 C判 [)

軍軍つ     1  1‐、|´  ‐塵‐‐.‐
-1・・ ・

‐

`― ―
 A

日 時 :6月 4日 (日)午 後 1時より受付開始

午後 1時 30分開会

場 所 i武蔵野スイングホール (武蔵境駅北口 2分 )

催 事 1総会後、大浦 美紀子「筆のしらべ
|

懇親会 :レインボーサロン (11階 )

会 費 |一般会員   2、 000円

学生会員   1、 000円

本年度卒業生 無料

出 欠 1出席の方は、同封の返信用はがきでこ連絡くださしヽ。

≪出席者全員に、「武蔵高校60周年記念誌Jを お配りします》
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武蔵野スインクホール



校舎全面改築に協力 同窓会のご発展を願って
同窓会会長 土屋 正忠 前校長  久世 亘克

‖イイ和 15年 に第 l i高 女

として開校 した 1サ 1交 武 蔵

高校は、今や370万 人の多

ll:地 |ズ の中で、力力体力

ともに優れたムt優 秀校の

つ として輝か しき伝統

を f今 ってお ります  本格

的な少 J´ 化 を迎 え、都 アヽ

高校の縮小 1呼 利‖も検 :Jさ

れていますが、十いけ校は伝統校 として存続する

と‖‖いています.校合の全面改築も/1Nま るようで

すが、同窓会としてもできる限 り協力をしていき

たいと存じます .

「1窓 会の役 i」 は、卒業41卜 JI:の 交流やおl‖本を深

めると共に、後輩のために役 立つことだと考えて

います.私が同窓会会長にlt任 してから、総会の

会場 を武蔵境り(llの スイングホールに移 しまし

た 毎年200名 近い卒業生が集まり交歓 し、 ltに

盛,)ι です 今年も 6り 14 1に スインクで行います

ので、お誘い合わせの 11、 ぜひお ||か けください .

役it 同、心からお待ちしてお ります .

14成 9年 1)1111i両 ‖‖

の桜に迎え られて武蔵高

校に着任以来 13年 、 こ

の 311木 定年 i■ 職いた し

ました 数学の教 itと し

て 5校 で21年 、 [」 漁

"IX教委 都教委で 9年 、そ し

て校長 として 束高校 武

蔵高校の 6年 と合136年の教 jt生 lrで した 4ilt

をはじめ同僚 'ttt 1/ 同窓会など多くの出会い

があ )、 世、なりに充実 した教 ,t生活で した:そ の

36年 の1法 後の 3年 間を良き校風と伝統のある素暉i

らしい武蔵高校で過ごすことができよ謝 してお り

ます 11職中は同窓会をはじめ ガ係の皆 さまに人

変お 叶111に なりあ りが とうこざいました 改めて

'``く

おイし||し あげます 同窓会の益々のご発 j_を

お‖iり いたします

等 も同窓会総会に全員集合!!

6nCO(0)
煙がししヽ顔がいつ(き いこあ

●午後 1時受付開始  ●午後 1時 30分 開会

同窓会の会場には 懐かしい顔がいっはい.出会 ったll‐ 間 「あれ?|と
いう表情を見せた人ても 5分モ,たでは 高校時代に戻って盛り二か,て

います.

会場の武蔵野スインクホールか 武蔵境馬「から徒歩 2分と大変1更 刊にな

ったためでしょうか 毎年参カロ者が増えています もちろん 皆さ■1こ楽

しA′ ていたたこうと 毎年運営委員か知恵を絞 Dで 開催しているアトラク

ションも 大好評をいただいています.

一昨年の「古今亭右朝 落語独演会」 31年の「

"[ 
貞子 ミニ コンサ

ー トJに続いて 今年は 次ベーシてこ紀介するように 15回 生の人浦

美iE子 さん等による 1事 のしらヽ を企画 [´ ました.のひや 7「
Iな 事の調べ

をたっ応、りとお楽しみください

昨年も 懇談会終了後 参加者のほとム,と か クラスあるいは蝸毎に二

次会へ繰り出したようで 武蔵境のお店は満員1式 態たったとか,|↑事さん

は会場の確保をお早めにとそ.
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平成11年度
第53回同窓会総会・懇親会

(平成11年 6月 6日 )

到 爾
=副

薦 に

錫 …瘤磁斃範員力15

熱烈な拍手
4`成 11年 6)1611(い 、第53)1同 窓会総会 懇

親会が武 1支境り(1ヒ ロのスイングホールで開‖:さ れ

ました 会場には受イ」開始前から熱′亡、な会,tが Fl

まりはじめ、  ‖ケは ■け(Jけ をイ|つ ltい 行列が ||

来るほどで、 1■ギ:委 jt 」うれ しい悲 1ら を 1け て

いました

総会パ‖|)な く終 rし た後、17tけ て行われたll

ず〔「 さん 1写 真
'υ

)ミ ニ コンサー トもソ(変 lll計

で、「セビーリヤの
「

守 ll J「 ラ バロマJ「 グラ

ナダ|な どの irJLな スベイン歌‖|を 熱り|す るll lさ

んに、会場を埋めつ くした会,tか ら熱い拍子が贈

られました

太哺 糞鯉子 『写oしらべ』
今年のア トラクションは宮城道雄の作品 を中心に 優雅な邦楽の粋 をお楽 しみい

ただきます。ご期待下 さい。

大,甫 美紀子 さん 115回生D組 |の プロフ ィール

196F年  束,i(11綱り(■ :|十楽′
i4‖りI,ti l■ ‖|九 年:Ⅲ I■

攻|■業 1983年 より|サ 校』常 lli出 師とな )、 り;l泊 :に 1'

る

卜に宮城合奏J(宮 ll適 ‖[に よって∩I「女されたが、現

在は‖iri成 で団itは 20名 余| り!tと しての演奏活動が多

く、 ラジオ テレビ|||ザ :、  レコードけでき込み、 全‖各1也

でのiザ!奏 会なと
｀
、 また、人{:即 位

記念‖,1会での演奏も行った

11人 的には、 1986年 1際 交流りに

企派iと のカナダ アメリカ公Ji参

加をきっかけに、ナ「楽との|1会 い

を良い形で身近によして頂くため

のコンサー トを開くようにつとめ

ている

シ サースコンサー ト :名 Ⅲの夕Iヽ  ヽ ほか、 ミニ

ミユ コンサー ト多数 なお、1毎夕1公演は1999年 1lllの

カタール |ド ーハ| まで、 8か 可11‖

`,て

大矢 菜穂子 さん 142回生G組 )の プロフィール

1991年  東京芸術大学「i楽学Л
`‖`楽

rl

(生 1流 争曲専攻 ,

1996年  じ(順 1記 念令 Jη 耐コンクール銀賞

その他  宮城会筆‖Iコ ンクール人賞

現治:、 卒業′13人によるクループ

:け やき で 可内活動中 :

`瓢
顕

“
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F_~の政卿復り

栗田さんは、ニューヨークでファインアー トグラフ

ァーとして活躍 しておられるご主人のマネージメント

をしながら、ご自身でもギャラリーで作品 (写真)を
発表されています。「ニューヨークを拠点に、海外で

活動する」という夢を語る彼女をとてもまばゆく思い

ながらも、少し心配して別れてから6年ぶりに、ご主

人の写真展をしていた横浜のギャラリーで会いまし

た。髪をカットして活動的になった栗田さんとは、

E― メールを交換 しながらこの記事を作りました。

― ヨー ク での 生 活

マイペースですが、

東京にいたときより規

則正 しい生活です。自

宅とオフィスが別にな

っていることもありま

す。自宅は大きな公園のそばで,古いタウンハウ

スの並木道が気に入っているところです。四季

折々が感 じられ、先 日も雪のあとの樹氷がとても

きれいでした。

4士事の方 |ま とう です力'7

ソーホーにあるオフィス (ス タジオとダークル

ーム)で夫の開催 しているファインアー トフォ ト

ワー クショップのマ ネジメン トをつ とめていま

す。そのほかに、自分の作品を作っていますが、

いまは 4× 5イ ンチのビューカメラで撮影 したネ

ガか らプラチナプリントに仕上げたステ ィルライ

フのシリーズを制作 しています。

アメリカ||ア ー トに対する懐の深 さか本イ]外 れに大

きいとい うことですが ?

アー トに対する理解は、州、企業、個人などの

奨学金制度がたくさんあることです。企業や個人

の作品コレクションも美術館に負けない くらいの

質と量です。また、作品を見て くれる場 と、発表

する場 もた くさんあ ります。

大学 こは英字新闘部 そ してKDDと 言葉への不

安はなか Jた と思いますか そ11で もアメリカに

活動の拠点 を移すと■ると大変た :た の ではあり

ませんか ?

不安 よりも、希望のほうが大 きかったですね。

ニューヨーク

良くも悪しくも日本のことが客観的に見られます

から、自分の中での日本人としてのアイデンティ

テイー、ひいては自分自身のアイデンティティー

をしっかり持っていないといけないと感じていま

す。

|,', :|■ 11す う千1■ 11 '

自分自身の視点が変わることと、特にニューヨ

ークはアー トに関しては集中しているので、良い

刺激を受けます。

●コー11●イ ||=1■ |=:ヽ 1 '■ |'

情報化がどんどん進み、ある意味では地球のど

こにいようと仕事が出来るし、ほんとに世界は小

さくなっていると感じます。仕事に必要なのはや

はリコンピュータと、あまり
'rき

ではぁりません

が携帯電話だと思います。

日1々  il・ |■ 里子に1曇  ご
=ご

|■ ■う11`=||′

街の様子はどんどん変わっていきます。大きな

ビルが7ytっ たり随分と近代化していますが、昔の

面影は、目をつぶらないとよみがえって来なくな

りました。

武蔵■校
=ll「

111=デ T,`メ  ,t17
学校の近くの雑木林の空気感。これは夕焼けの

時などltに美しかったのを覚えています。それか

らやはり桜並木。また、先生を含めて女の先輩が

キリッとして素敵だったこと。特に入学式・卒業

式での女の先生の袴姿が印象的でした。

これ力'ら の■■ 2

今、いくつかのアイデアがあるのでそれを写真

としてビジュアライズすることと、自分のペース

でずつと写真を撮 り続けることができればと思っ

・
一
　

，

一
一　
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ロー
ヨ因劃■曰目蟄□聖
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稀昴;グ
ii

平成11年 11月 11日 、昭和17年 入学、 1年南組の

古稀を祝うクラス会を、ホテルセンチェリーサザ

ンタワーでF■H催 しました。

当時南組の担任をしていただいた酒井清吾先生

をお招きして、22名 の懐かしいお顔が揃いました。

酒井先生に乾杯の音頭をとっていただき、お祝い

気分を1味わ

い ま した。

会席料11を

いただきな

が ら武蔵高

女時代の思

い 出 話 に

花が咲き、クラスのお一人が大切に保存されてい

た貴重な思い出のノー トが回覧されました。この

ノー トは、戦時中、学徒動員として昭和飛行機で

lFlい ていたときの日誌です。若き乙女の頃がよみ

がえり、改めて70年 の歳月の流れを感じさせられ

ました。また、お年とは思えないお元気な酒り+先

生のお話ぶりに私達も大いに元気づけられ、今日

のクラス会を良い思い出にして、お互いに頑張り

ましょうと誓いました。

先41の ご提案で、「|サ さんが夜なべをして手袋

編んでくれた～Jの歌を合唱しました。このご提

案には、わけがあったのです。先生は不良少年の

教え子 (生 徒 ?)を 、この歌で改′亡、させたそうで

す。さすが叙勲に輝いた17L井 先生の迫力に乾杯 !

おみやげには、紅 I有 のお饉頭。再会を期して閉

会しました。

が、す ぐに

昔 に戻 り、

楽 しい話に

花 が咲 き、

ゆっ くりと

した時を過

ご し ま し

た.6 3・ 3制度の改革の始まりで、中 高と武

蔵での 6年 間は、時代の流れの中で質素で慎まし

くも、それなりに良き学生生活であったように思

われます。

当日、志津先生はお具合が悪く欠席で、lll・ しい

限りでした。どうぞお健やかにと願っております。

来年もお元気でお逢いできるように再会を約

し、名残惜しみつつ散会しました。

1久しれり 鳶蟄「疑¬
昨年の3月 、おひな祭も終わって間もない8日 、

私に掛かってきた 本の電話で、 しばらく体眠中

の・むらさき会"開
l● 実現に動き出すことになっ

たのです。それは、「 6月 の同窓会総会の折に、

Fnl期 さんが歌われるので、その機会に同

り:会 を」というものでした。身動きできずにおり

ました当番幹事にとっては、渡りに船の助け船。

連絡くださっ にもご協

力 をい た

だ い て 、

6月 6日

に向 か っ

て準 備 に

人 りま し

た。 返 送

され て き

た案 内状

の数の多さに、 6年 の歳月の重さを感 じた り、ハ

ガキー枚 ‐
枚のお便 りに励 まされる想いで、当日

を迎えました。

久しぶ りに聴 く柳 さんの美声は胸の奥深 く響 く

3年東組 クラス会!      υ Tり ヽ 4●IL/ ′ /ヽ ヨヽ

とき、平成H年 3月 17日 に、西荻窪「おなのJ

で、片桐先生を円み久々に旧友と集いました。

お彼lt間 近の暖かいH和 に恵まれ、先FLは じめ

20名 の大勢のクラスメー ト.少々年を重ねてお7r

い自己紹介しないと分からないこともありました



ものでした |サ 校武蔵に在学の年サ1の 1こ さに関係

なく、今日までの人生のひとときを、りそに、学び

楽しんだ想いを、参加者令itで共イ∫するIIを Jl lご

すことができた 日でした

次卜1中年1「 を 達がりき受けてくださ

いましたので、十f様楽しみにおllち ください

懐かしの大書薩でクラス会

1'19時 川 、

'駅
に集合 し、 113台 にう

'来

し りt道

を 路 ヒュッテ直 ドの林道へ  |ケ 、汗をら、きら、き

2 〕子間I卜 けて令った道も、歩いて 5分でヒュッ

テに到メ
イi ヒュッテは‖のままにli:ん でいました

千)llt 過、 りJ晴 に,ど まit本 々σ)l ltも ウtし く、 1打

|:や 市アルプスを Ψにしなが ら千′llを のんびり

故策、 10年 11の lt憶 が鮮やかに蘇 りました

夜は、 |十 にレ〔ってカレーライス、キャンプファ

イアーを llみ 、1■か しの歌にフォークダンス、お

まけにろ くに川い も

ない露 ソ(lrtル lに 女|■

も全 ;1人 り、 15 6
歳 に戻 って人いには

しゃぎ、お酒 ととも

(こ Lt tヽ 111 il(こ ,1,f,「炎

義、気がついた ら12

時を卜1っ ていました
.

九li全 、 こ Iヽ 占令 (84

歳 )の ため参加 を見

合わせ らブtた 杉 本先

生を,Hみ 国 立で夕食
=

卜々りだ くさんで充実

斐があった I)、 本 Jlに
楽 しい 1‖ 間で した

他のクラスの方も、りせ非人ルIで クラス会をさ

れることをお勧め します

武蔵高校 クラス会報告
21回 1組

｀
「

'文

‖年 3サ 113日 (■ 句1後 211か ら、

'川

クレ

ス トホテルで、‖fi和 11年 3)」 に卒 業 してか ら3()11

たった ところで、20数年ぶ )に クラス会を行い ま

した ‖l任 の石洋度 i先 41も ご出押Iく だ さヽヽ まし

て大変ャト )iが ,ま した

参加 1/は 先生を含めて38名 と中↑J「 の F想 を嬉 し

く超えました 受付の段
ltで は、全 く分からない

人が何人かいたようです 変化が髪の毛に来た人、

おJlが膨 らんだ人、それそれll々 で した 会では

1手称も名本Lも 高校当‖十の名前でlL しました

1次 会は小さなスナ ノクで行いました力ゞ、茨城

など地方から来て くれた人など 3名 を除き大半が

II校 ‖1代 にタイユ、スリップを楽 しむために、夜の

101,世 ぎまで参加|し てお りました

それから :次 会とな )ま した 家庭を″

"み

ない

女11を 含む 15名 は高枝時代 |十 楽を片手とした■道

Jク ラスとは思

えないように

カラオケに向

かい ました
′
■打O I1 41、

やっとそれぞ

した 'ク ラス会Jで した ,

山小屋のす

ぐ近 くまで
'|:

が入れるので、

足の llJっ た私

辻で も 1呼 びあ

σ)II′ lヽ ム1に i「 |

まブし (来 た I

「 イしυ)'よ 0ヽ を′亡、

8 9

そろそろ定年を,■ える者 孫のできた者、とい

う年代になった私す上は、映かしい人 Fキ ‖|の  小屋

(二  i白するクラス会を行いました

山小Liで のイえは、美味 しい千1洲 !を 食べながら、

1午 11 その打ち りJけ il 近llLと 、話に花が咲 きっ

ばなしてした :

翌 日はLi人  美味しい窄 ,て 、 き,tい な:‖ |, ア

ルプスの眺マ4、 素晴 らしい率「来の中のハ イキング

女1■ の強さに|よ′亡ヽさせ ら,tま した

にしまい家路

にFlか いました .

本当にクラス会は魔物だと思いました.50歳 に

近いお じさん、おばさんがlo代 に戻って しまうの

ですから. これか らも、この魔物に会いた くてク

ラス会は続 くことになるのでしょうか P

11

”
大
■



人詩

“

Iヒ ュ ツテのホー
`、

ヘー シllく 1変 t

‖1年 、ヒュッテのホームページを仮開設いたし

多くの人からアクセスをいただきました

URl´ を今年度から変更いたし、さらに内容を充

実するよう、Ji務 1」 では努力をいたしております
―力iし 。ヽ1:RLは ―

http i  nlcnlbcrs trip()d cojp d htlttc

d 1ltlttc nlait〕 htnl

ア クセ スをお待 ちしてい ます

,Iじ ,|‖llク ラス

`ゃ

|ク ラフ

仲 ‖でこ利サ1を |

ツЧ季、1り i々 の「1然 を楽しみませんか? 5サ l落

来松のオ吹きに好)ま り、 7ヽ 8月 の峠のお化‖‖、

10'11」 もかもが ll Jt色 に

'セ

め Lげ らブしる人‖薩の

山 .々山 F:部 OB会 の小屋番が十争様をお迎えしま

す.

募集跡芳

`」

tt鷲協γ[騨な
いをしていただきました。私達山岳

‖;OB会では、共に楽 しく小ムヽ運11を 進めるスタ

ッフを「1窓 ′卜の中か ら募集しています.事務 llま

で連絡を1

1i湘 ;()I;会  総 会のお 知|ら せ

武|■テスイ■クホー,′

6月 111(‖ )同 窓会総会終了後、PM 16:30

より山 FI部 OB会 総会を開 1に いた します。同窓会

総会出席と合わせてお集まりください.
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先程の紳士の質問されていた本で、私達武蔵高女

時代の学徒動員の様 子を綴 った本の復刻版で し

た。やっとことのなりゆきが理解できたとき、す

でに紳 J」 のお姿はあ りませんで した。私が帰路に

ついた直後、その本を画廊に置かれた、勝川さん

と武リトさんがおいでになり、大騒 ぎになったよう

です。

お二人は私 と同 じ束組でよく党えていて くださ

り、私の消砲、が分かったことを喜んで くださり、

早速その晩はお電話で長い長いお話 しを しまし

『命燃えた日』近代文芸社刊
槙 映子

～

/宿女2

山下さんはこれまで、『麹町文学J

人として数々の小説を発表していま

このほど、小説集『命燃えた日Jを｀

文芸社から刊行されました。

た。実に55年ぶりのことです。

私は終戦間際に広島に帰っていたので、武蔵の

お仲間とは連絡が途絶え、今回「飛行機工場の

少女たちJと の|ll会 いがなければ、一生糸が切

れたままでしたでしょう。

ヤスリや ドリルなどをltい、お国のためにと一

生懸命働いた手は、今では筆を持ち絵を楽 しん

でいます。この平和が日本だけでなく、世界に

広がるようにlfIIう 昨今です。

下さんは「死を宣告された主人を看病

が ら、半狂人か半病人のようになって

向かっていました」といい、同窓生の

|ん にぜひ読んで頂きたいと、同窓会あ

書を送ってくださいましたので、さ

く母校図書館の「同窓生の本棚Jに収

進 路 先

現 役 浪 人

計男 女 男 女 計

4年制大学 8? 144 ?0 60 130 274

2 3 0 1 4

短期大学 O 9 9 0 0 9

0 3 3 2 1 6

就 職 O O 0 O 0 0

その他 160

計 154 165 319 134

注 :外国大学は文部省所管外の大学校等に含む

現 役 浪人

男 女 言十 男 女 計

国立大学 7 15 24 71

私立大学 72 112 91 203

言+ 144 130 274

■咸 12年 3月 卒業 生 数 319名



木のおもちゃ作家 寺内定夫さん
財団法人文民教育協会 子どもの文化研究所 所長 (5回生C組 )

寺内さんは、1958年 多摩美術大学立体デザイン

不1卒 業.60年 代からフリーデザイナーとして、が
ん其や保育遊具のデザインに専念してきた.

「ナイフを使って鉛筆をきちんと削れない子や、
手仕事の 卜手な子どもがIHBえ たのは、「1分 で動か
すおもちゃが減ったためではないかJと 、電動や
ぜんまいで動くおもちゃに疑]jを オ|ち 、子どもが
自分で動かす数多くの本のおもちゃを提案 し、
『動力を使わないおもちゃを広める運動Jを推進
する.

おもちゃ遊びは、子どもが手先の訓練を行う大
Ll」 な過程。家族のイト事や行動を模llytす る「ごっこ
遊び」は、家族やお母さんの仕事を理解し親子の

きずなを深める、大きく言えば、41活力の基礎を
身につける遊びといえる.

さらに、日教判1全 FI教 flF美 lT分科会の共同研究
者として20年 間かかわってきた寺内さんは、「子
どもが、絵で自己表現が‖:来 ないのは、人間関係
を|1立 する訓練がなされていないからではない

か」とも言う。テレビが家庭の中′亡ヽにあり、家庭

内で も家族 とさ

えルjき 合わない

生 lfを している

子供たちが、他

人 と向 き合える

はずがない。い

じめ、不登校 な

どの遠因 もそ こ

に見る。

別の教育システムの必要を痛感した寺内さん
は、昨年から自宅を開放して『了育て塾 ア トリ
エ ドアJを主宰してぃる。子供がどの位笑顔に
つつまれ、安心感の持てる人間関係の中で育てら
れたかによって、人生が変わる。幼児の感性教育
の根本は、『でしょ」シュ 』と H lo回 以「 親

『
が顔を合わせうなずき合うこと,OX式の教育は、
理性を育むことはできるが、感性を豊かにするこ
とはできないと、キ内さんは熱っぱく語る。
奥さんの恵

「
さんは lll後 輩の 11姓南さん。結婚

して42年 になる.

¬




